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痛
風
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因

に
よ
り
高
尿
酸
血
症
が
基
礎
に
な

り
、
尿
酸
の
結
晶
（
尿
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
塩
）
が
関
節
な
ど
に
沈
着
し

て
起
こ
る
、
激
痛
を
伴
う
発
作
性

の
関
節
炎
で
す
。

◆
ど
ん
な
人
に
起
こ
る
の
？

原
発
性
の
痛
風
は
圧
倒
的
に
40

歳
代
以
降
の
男
性
に
多
く
、
女
性

で
は
閉
経
後
に
発
症
す
る
こ
と
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
は
若
い
人
で
発
症
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

◆
ど
う
し
て
起
こ
る
の
？

正
常
で
は
、
体
内
の
プ
リ
ン
体

が
酸
化
さ
れ
て
最
終
産
物
の
尿
酸

と
な
り
、
腎
臓
か
ら
排
泄
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
尿
酸
は
体
液
中

で
は
難
溶
性
で
あ
り
、
高
濃
度
に

な
る
と
過
飽
和
と
な
り
、
関
節
な

ど
の
組
織
に
針
状
結
晶
の
形
で
沈

着
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
高
尿
酸

結
晶
の
原
因
は
大
き
く
分
け
て
３

つ
あ
り
ま
す
。

①
尿
酸
の
過
剰
産
生
と
し
て
は
、

も
と
も
と
の
体
質
か
ら
尿
酸
値
が

上
が
る
特
発
性
の
方
、
遺
伝
や
酵

素
の
欠
損
が
原
因
で
尿
酸
値
が
上

が
る
方
、
尿
酸
を
多
く
含
む
高
プ

リ
ン
食
の
摂
取
過
剰
と
疾
患
に
よ

る
細
胞
崩
壊
の
高
進
。

②
尿
酸
の
排
泄
低
下
と
し
て
は
、

腎
臓
に
あ
る
尿
細
管
の
遺
伝
的
障

が
い
の
方
、
い
ろ
い
ろ
な
疾
患
や

薬
剤
に
よ
る
腎
機
能
低
下
の
方
。

③
①
②
の
混
合
型
の
方
で
す
。

◆
ど
ん
な
症
状
？

も
と
も
と
尿
酸
値
が
高
く
な
っ

て
い
る
方
に
過
食
、
ア
ル
コ
ー
ル

多
飲
、
肥
満
、
運
動
不
足
、
外
傷
、

手
術
、
過
度
な
運
動
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
の
原
因
が
重
な
る
と
、
突
然

発
症
し
ま
す
。

ひ
と
つ
の
例
と
し
て
は
、「
最
近

は
運
動
量
も
減
り
お
腹
も
出
て
き
た

中
間
管
理
職
の
お
じ
さ
ん
が
、
前
日

の
夜
ま
で
苦
手
な
取
引
先
の
接
待
な

ど
ス
ト
レ
ス
の
た
ま
る
仕
事
に
忙
し

く
、た
ま
の
休
み
に
気
温
の
高
い
中
、

昔
を
思
い
出
し
て
、
朝
か
ら
過
度
な

ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
筋
肉
に
負
担
を
か

け
て
、
水
分
補
給
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
で
行
っ
た
。
ま
た
、
夜
は
穀
類
や

肉
類
な
ど
プ
リ
ン
体
の
多
い
食
事
を

と
り
、さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
と
り
、

脱
水
状
態
で
明
日
に
備
え
て
寝
て
い

た
と
こ
ろ
、
突
然
、
夜
間
足
の
関
節

が
真
っ
赤
に
腫
れ
信
じ
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
痛
み
が
襲
っ
て
き
た
」
と
い
う

感
じ
で
し
ょ
う
か
。

◆
治
療
と
そ
の
後

初
め
て
の
発
作
の
方
は
と
て
も

じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
救
急
や
か
か

り
つ
け
の
診
療
所
に
す
ぐ
行
か
な

け
れ
ば
痛
く
て
我
慢
が
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。
病
院
で
は
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
採
血
、
検
尿
、
必
要
で
あ

れ
ば
ほ
か
の
検
査
も
行
い
診
断
し
、

適
切
な
治
療
を
し
て
く
れ
ま
す
。

心
配
な
の
は
自
分
で
診
断
し
、
痛

い
時
だ
け
薬
を
飲
む
慢
性
的
な
方
で

す
。
同
じ
よ
う
な
症
状
で
も
、
細
菌

性
の
関
節
炎
、
偽
痛
風
、
血
栓
性
の

静
脈
炎
な
ど
も
あ
り
、
放
置
し
て
お

く
と
尿
路
結
石
や
腎
障
害
の
原
因
に

も
な
り
、
肥
満
、
高
脂
血
症
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
症
な
ど
と
合
併
し
て
、

心
血
管
系
の
疾
患
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
現
在
は
、
医
師
の
指
示
に
従
わ

ず
適
切
な
治
療
も
せ
ず
、
い
い
加
減

な
自
己
治
療
で
最
終
的
に
腎
不
全
か

ら
人
工
透
析
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

ま
だ
健
康
保
険
が
使
え
ま
す
。
し
か

し
今
後
、医
療
費
削
減
の
名
の
も
と
、

諸
外
国
の
よ
う
に
万
一
人
工
透
析
に

保
険
が
適
応
さ
れ
な
く
な
れ
ば
、
お

金
の
あ
る
方
は
い
く
ら
で
も
混
合
診

療
で
治
療
を
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ

う
で
な
い
方
は
悲
惨
な
も
の
で
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
規

則
正
し
い
生
活
を
行
い
暴
飲
暴
食

を
せ
ず
、
何
か
病
気
の
兆
候
が
あ

れ
ば
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
治
療
を
行
う
こ
と

が
、
健
康
で
楽
し
い
人
生
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
で
き
、
医
療
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

e

三
鷹
市
医
師
会
1
47
―
２
１

５
５

痛風とは

健康コラム 住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を

支
え
る
た
め
に
、
平
成
18
年
４
月

か
ら
介
護
保
険
制
度
が
大
幅
に
改

正
さ
れ
ま
す
。

そ
の
な
か
で
新
た
に
創
設
さ
れ

る
「
新
予
防
給
付
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

◆
ど
う
し
て
「
新
予
防
給
付
」
が

つ
く
ら
れ
る
の
？

高
齢
者
の
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
原
因
を
み
る
と
、「
要
支
援
」

「
要
介
護
１
」
の
方
で
は
、
下
肢

機
能
の
低
下
や
閉
じ
こ
も
り
な
ど

で
徐
々
に
生
活
機
能
が
低
下
す
る

「
生
活
不
活
発
病
」
が
最
も
多
く
、

そ
の
ほ
か
初
期
の
認
知
症
・
う
つ

な
ど
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
で
は
、

主
に
脳
血
管
疾
患
な
ど
が
原
因
で

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
へ
の
対

応
が
主
流
で
し
た
が
、
今
後
、
生

活
不
活
発
病
な
ど
で
改
善
可
能
性

の
高
い
方
に
多
様
な
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
の
選
定
方
法

「
要
支
援
」「
要
介
護
１
」
の

方
を
対
象
に
、
介
護
認
定
審
査
会

に
お
い
て
「
状
態
の
維
持
・
改
善

可
能
性
」
を
踏
ま
え
た
基
準
に
基

づ
き
審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
内
容

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
は
生
活
機
能

の
維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら
、
内

容
・
提
供
方
法
・
提
供
期
間
な
ど

が
見
直
さ
れ
ま
す
。

◇
見
直
し
の
例

訪
問
介
護
が
介

護
予
防
訪
問
介
護
に
。

※
家
事
代
行
に
つ
い
て
は
、
期

間
・
必
要
性
・
提
供
方
法
が
見
直

さ
れ
ま
す
。

◇
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
例

運
動

器
の
機
能
向
上
・
栄
養
改
善
・
口

腔
機
能
の
向
上
な
ど
。

※
通
所
介
護
な
ど
の
既
存
サ
ー

ビ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
の
実
施
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

◆
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
保
健
師
な
ど
が
各
人
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
効
果
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が

ら
、
事
後
評
価
ま
で
ト
ー
タ
ル
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
を
ほ
か
の

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
委

託
し
た
方
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
も
チ
ェ

ッ
ク
し
、
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
８
４

傍
聴
で
き
ま
す「
介
護
保
険

事
業
計
画
検
討
市
民
会
議
」

「
第
三
期
（
平
成
18
〜
20
年
度
）

三
鷹
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

検
討
す
る
市
民
会
議
の
傍
聴
を
受

け
付
け
ま
す
。

▽
10
月
25
日
c
午
後
７
時
〜
９
時

（
傍
聴
受
付
は
６
時
45
分
か
ら
）、

教
育
セ
ン
タ
ー
３
階
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
８
４

ご
相
談
く
だ
さ
い「
福
祉
有

償
運
送
」の
許
可
申
請

「
福
祉
有
償
運
送
」
と
は
、
障

が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
の
移
動
困

判
定
）
や
骨
密
度
測
定
も
。

▽
11
月
13
日
a

午
前
９
時
〜
午

後
３
時
、
市
役
所
中
庭
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

三
鷹
市
薬
剤
師
会
（
サ
ト

ウ
薬
局
）
1
48
―
６
２
８
７

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

介
護
教
室「
苦
し
み
の
中
で

も
幸
せ
は
見
つ
か
る
」

弘
済
園
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
・
牟
礼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
恵

比
寿
苑
主
催
。
介
護
す
る
方
、
さ

れ
る
方
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▽
10
月
21
日
f
午
後
２
時
〜
４
時
、

連
雀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
横
浜
甦
生
病
院
ホ
ス
ピ
ス

科
病
棟
長
の
小
澤
竹
俊
さ
ん
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
２
２

健
康
な
暮
ら
し
を
考
え
る

講
演
会

牟
礼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
。
講
演
「
あ
な
た
も
100
ま

で
生
き
ら
れ
る
」
と
ド
ク
タ
ー
落

語
の
楽
し
く
分
か
り
や
す
い
お
話

で
す
。

▽
10
月
22
日
g

午
後
２
時
〜
４

時
、
井
の
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
。
講
師
は
芝
病
院
名
誉
院

長
の
稲
垣
元
博
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
上
履
き

持
参
。

e

同
セ
ン
タ
ー
1
44
―
７
４

０
０東

京
弘
済
園
ま
つ
り

日
ご
ろ
の
活
動
を
紹
介
し
、
地

域
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め

る
恒
例
の
お
ま
つ
り
で
す
。
焼
き

鳥
な
ど
の
模
擬
店
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
（
革
細
工
・
昔
遊
び
）、
三
鷹

農
協
に
よ
る
朝
採
り
野
菜
販
売
や

花
販
売
、
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

施
設
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

▽
11
月
３
日
-

午
前
11
時
〜
午

後
３
時
、
同
園
（
下
連
雀
５
―
２

―
５
）
で
。

e

同
園
1
43
―
３
３
１
９

精
神
保
健
相
談
　
専
門
医
と

保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談

▽
①
精
神
保
健
医
療
相
談
＝
11
月

18
日
f
・
28
日
b
、
②
思
春
期

相
談
＝
11
月
16
日
d

、
③
ア
ル

コ
ー
ル
相
談
＝
11
月
14
日
b

、

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
。

▼
事
前
に
多
摩
府
中
保
健
所
へ
電

話
で
申
し
込
む
。
相
談
場
所
が
武

蔵
野
三
鷹
地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
三
鷹

武
蔵
野
保
健
所
）
と
三
鷹
市
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー
に
分
か
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の

際
必
ず
場
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
以
外
で
も
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
（
要
予
約
）。

母
子
講
演
会「
ダ
ウ
ン
症
の

こ
ど
も
を
育
て
る
〜
言
葉
の

発
達
を
促
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〜
」

対
象
は
就
学
前
の
ダ
ウ
ン
症
児

の
家
族
と
関
係
者
。

▽
11
月
11
日
f

午
前
10
時
〜
11

時
45
分
、
多
摩
府
中
保
健
所
で
。

講
師
は
江
戸
川
区
教
育
研
究
所
の

長
浜
ヒ
サ
さ
ん
。

▼
11
月
２
日
d

ま
で
に
多
摩
府

中
保
健
所
へ
申
し
込
む
。
先
着
70

人
。ア

レ
ル
ギ
ー
講
演
会

「
こ
ど
も
の
皮
膚
〜
ア
ト
ピ

ー
か
ら
ス
キ
ン
ケ
ア
ま
で
〜
」

対
象
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
の

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
ア
レ
ル

ギ
ー
の
悩
み
の
あ
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者
や
関
係
者
。

▽
11
月
14
日
b

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
多
摩
府
中
保
健
所

で
。
講
師
は
愛
育
病
院
皮
膚
科
部

長
の
山
本
一
哉
さ
ん
。

▼
11
月
９
日
d

ま
で
に
多
摩
府

中
保
健
所
へ
申
し
込
む
。
先
着
70

人
。

難
な
方
を
対
象
に
乗
降
を
容
易
に

す
る
機
能
の
つ
い
た
車
両
を
使
っ

て
有
償
で
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

こ
と
で
す
。

道
路
運
送
法
の
規
定
に
よ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
営
利
を
目
的

と
し
な
い
事
業
者
は
事
業
許
可
を

得
て
、
事
業
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
請
を
希
望
す
る
事
業

者
の
方
は
地
域
福
祉
課
（
市
役
所

１
階
⑭
番
窓
口
）へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

e

同
課
1
内
線
２
６
１
８

市
民
健
康
講
座

「
漢
方
を
も
っ
と
身
近
に
」

対
象
は
市
民
の
方
。
分
か
り
や

す
い
漢
方
の
お
話
と
、
体
調
を
整

え
る
簡
単
な
体
操
。

▽
11
月
10
日
e
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

で
。
講
師
は
五
臓
六
腑
調
整
体
操

研
究
会
を
主
催
す
る
薬
剤
師
の
長

島
寿
恵
さ
ん
。
市
民
健
康
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

▼
10
月
17
日
b
か
ら
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー
1
46
―
３
２
５
４
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む
。
先
着

30
人
。

人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
を

補
助
し
ま
す

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
方
を
対
象
に
、
受
診
し
た

日
を
起
算
日
と
し
て
１
年
間
で
１

回
に
限
り
、
人
間
ド
ッ
ク
の
診
査

料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

年
齢
制
限
、
受
診
医
療
機
関
の
指

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
支
給
額

診
査
料
６
万
円
以
上
の
場
合
は

３
万
円
、
６
万
円
未
満
の
場
合
は

診
査
料
の
２
分
の
１
額
（
消
費
税

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

▼
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
こ
と

と
受
診
者
が
明
記
さ
れ
た
病
院
な

ど
の
領
収
書
、
①
世
帯
主
の
銀
行

口
座
番
号
、
②
世
帯
主
の
印
鑑
、

③
国
民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、

保
険
課（
市
役
所
１
階
⑨
番
窓
口
）

へ
申
し
込
む
。

※
納
期
を
過
ぎ
た
国
民
健
康
保

険
税
に
未
納
が
あ
る
世
帯
に
は
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
保
険
課
1
内
線
２

３
８
７
へ
。

こ
も
れ
び
ほ
っ
と
・
サ
ー
ク
ル

「
65
歳
か
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で
は
、

市
と
の
協
働
で
高
齢
者
の
方
と
毎

月
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
11
月
は
身
体
に
無
理
な
く

美
し
く
歩
く
た
め
の
姿
勢
と
身
体

の
調
整
方
法
で
す
。
対
象
は
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
方
。

▽
11
月
26
日
g

午
前
10
時
〜
正

午
、ス
ペ
ー
ス・
Ｓ（
下
連
雀
１
丁
目
）

と
井
の
頭
公
園
西
園
で
。
講
師
は

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
松

浦
良
一
さ
ん
。
参
加
費
300
円
。

▼
10
月
17
日
b

午
前
９
時
か
ら

こ
も
れ
び
事
務
局
1
42
―
４
４

６
９
へ
申
し
込
む
。
先
着
10
人
。

◆
こ
も
れ
び
電
話
相
談

1
42
―

４
４
７
１
　
毎
週
水
・
金
曜
日
午

後
１
時
〜
３
時
に
相
談
員
が
対
応

し
ま
す
。

薬
の
な
ん
で
も
相
談

三
鷹
市
薬
剤
師
会
・
三
鷹
市
学

校
薬
剤
師
会
主
催
。
病
院
で
も
ら

っ
た
薬
、
薬
局
で
買
っ
た
薬
へ
の

疑
問
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
ど

う
ぞ
。
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス

ト
（
飲
め
る
・
飲
め
な
い
体
質
の

平
成
18
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
が
変
わ
り
ま
す

〜「
新
予
防
給
付
」を
創
設
し
ま
す
〜


